「Brown Book of Great House Telvanni」訳本

　「Telvanni家の茶色本」

　著者：不明

　［この茶色本は、Vvardenfell地区のTelvanni議会に関する第３時代４２６年の出来事を記した年報である。それは、現在の議会の成員、彼らの住居、Sadrith Mora在住の彼らの代理人たちについてリスト・アップしている。また、それは、当年に於ける重大事件と議会の動向について記録を留めている。］
　帝国暦４２６年　Vvardenfell地区　Telvanni家の議員
　大魔術師〔Archmagister〕Gothren　 Vvardenfell地区Telvanni議会Lord High Magus
Morrowind州　Vvardenfell地区　East Molag Amur　Tel Aruhnの塔
　Aryon師匠〔Master〕　Vvardenfell地区Telvanni議会Mage Lord
　Morrowind州　Vvardenfell地区　Grazelands　Vos村　Tel Vosの塔

　Neloth師匠〔Master〕　Vvardenfell地区Telvanni議会Mage Lord
　Morrowind州　Vvardenfell地区　Sadrith Mora　Tel Nagaの塔
　Dratha女史〔Mistress〕　Vvardenfell地区Telvanni議会Mage Lord
　Morrowind州　Vvardenfell地区　Grazelands　Tel Moraの塔
　Therana女史〔Mistress〕　Vvardenfell地区Telvanni議会Mage Lord
　Morrowind州　Vvardenfell地区　Azura海岸　Tel Branoraの塔
　Sadrith Moraの評議会館に於ける、Telvanni家の議員の代理人
　大魔術師Gothrenの代理人：口〔※１〕の魔術師Mallam Ryon
　Aryon師匠の代理人：口のArara Uvulas
Neloth師匠の代理人：口のRaven Omayn
　Therana女史の代理人：Felisa Ulessen
Dratha女史の代理人：口のMallam Ryon
　議会の動向
　Dren公爵、および、他の名家の代理人からの再三に亘る抗議に対して、Telvanni議会は次の事柄を彼らに想起させた。すなわち、古代の法律と慣習に従って、Telvanni議会は個々の成員の大望と企図に対して如何なる束縛をも与えない、という事柄である。TelvanniがVvardenfellの荒地と荒野に於いて探検と植民地化を進めることに対して、もしも帝国あるいは他の名家の議会が異議を差し挟みたいならば、その〔帝国あるいは他の名家の議会の〕議員の思うままに、そのように自由に振る舞って宜しい。しかし、Telvanni議会には、そのような努力に対して本議会の資源と権限を寄与する意向は存在しない。
　Dren公爵と〈大議会〉〔Grand Council〕の面前に〔審議のために〕置かれている、Vvardenfell 地区の奴隷制度と奴隷売買に関する提議に対して、それに対する異議を本議会は継続する。奴隷を所有・売買する権利は停戦協定の条項によって保証されているものであり、それらの諸権利の低減に関する如何なる議論をもTelvanni議会は考慮しないものである。
　訳注

　※１　議員の代理人は、通達されたことを議員に伝える口〔Mouth〕である。
